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１ はじめに 

 新学習指導要領を受けたこれからの教育について考える機会が多くなった。今までは「教

員が何を教えるか」が中心で「子供たちに何ができるようになるか」という視点が欠けて

いたが、これからは子供たちに身に付けさせたい力を考え、そのために何を学ぶのか、そ

れをどのように学ばせるのかを考えるのが大切だと言われている。  

 昨年、富山大学における教員免許更新講習で「MAPで学ぶ問題解決」という講義を受講

した。この講義で、マインドマップ、ブレーンストーミング、KJ法の実習を行ったが、そ

こで「マップを書く」ことが非常に学びに効果的であると知った。マップを書く意味は、

次の通りである。①頭の中でテーマに関連した連想を広げ、その頭の中の情報を紙の上に

外化する。②項目の関連性を考え、新たな意味や構造を発見することができる。③テーマ

に対する発想や関心がさらに広がる。今回、科目「社会と情報」の授業で「マップを用い

た問題解決」を実践してみることにした。 

２ 実践 

情報とメディアの「メディアリ

テラシー」の単元における学習計

画は図1の通りである。  

（１）インターネットの利用につ

いてマップを作成する  

生徒に各自のインターネットの

利用についてマップを作成させた。

マップの様式をいくつか紹介し、  

自由にマップを作成させ、グループ内で発表させた。生徒が描いたマップを二つ紹介する。

（図2,3） 

生徒たちは、マップを使ってグループ内で発表することは難しいと捉えつつも、マップ

を用いたグループ発表は「良い」と答えた。自分には思いつかない様々な考えを知り共有

でき、共通点や相違点を見つけて視野が広がるという意見が多く聞かれた。  

時数  授業の流れ  方法  

１  

①自分がどのようにインターネットを利用し

ているか考え，各自マップを作成する。  

②グループで発表し，評価し合う。  

・マップ  

・レポート  

２  

①前回の学習をふまえ，グループでテーマと  

 するインターネットのサイトを決定する。  

②サイトを調査する。  

③テーマに関わるアイデアを出し合う。  

・マップ  

・ブレーンスト  

ーミング  

３  
①前回のアイデアを KJ 法を使ってまとめる。 

②発表の準備をする。  

・KJ 法による  

マップ  

４  
①グループごとに発表する。  

②他の発表を評価し、振り返る。  
・レポート  
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（２）ブレーンストーミングの手法を用いてアイデアを出し合う  

テーマとなるインターネットサイトのアイデアを付箋に書く時、付箋を一人一人に配る

ことはせず、付箋はすべて書記が書くように指示した。司会が話の流れを作り、グループ

内で会話をし、会話の中で生まれたキーワードを書記が書き留めて付箋を増やすように指

導した。 

（３）KJ法を用いてアイデアをまとめる  

集まった付箋のまとめ方には次のよ

うな工夫を促した。グループに分けてタ

イトルをつける場合は、タイトルをピン

クの付箋に、テーマについての問題点は

ブルーの付箋に、そして問題点から改善

できることや解決策が見えてきたら、グ

リーンの付箋に書き足すようにする。こ

のように付箋を色分けし、発表の際に解

説することを意識した効果的なマップ

を作るよう指示した。出来上がったマッ  

プの例を二つ示す。  
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（４）グループごとに発表し、他のグループの発表を評価する  

グループ発表を行い、お互いのマップを評価させた。また、発表後にKJ法による問題解

決方法についてどう感じたか、感想を書かせた。生徒の意見をまとめたものが図6である。 

KJ法による問題解決は、テーマを違った視点で見ることができ、多くの情報、新しい発

想が生まれる。話が広がり、工夫を凝らし

たマップを作ることで個性のある発表、わ

かりやすい発表ができ、それを聞いてます

ます理解を深めることができる。生徒の中

には、今回のような話し合いの方法を他の

時間でも取り入れてみたいという意見を

持つ者もいた。他教科や特別活動、総合的

な探究の時間などでも取り入れ、問題解決

の手法として使えるようにしていきたい。 
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